
国土・防災

治水システム理解の深化と気候変動適応
１．洪水防災分野における気候変動適応を図る上で治水システムの理解深化が必要不可欠

洪水の力を弱めるための制御
（ダム、遊水池、河道改修）

洪水氾濫を防ぐための
防護施設

危険事象（豪雨、洪水）のレベルが元々非常に高い。

ハザード（外力）レベルが高い条件下で
防御システムを整備している途上に
ある

防護施設

これらを精力的に総合的に整備。
しかし目標に未達。

災害対応能力が低下しがち。

図-1 我が国の気候風土のもとで歴史的に形成されてきた治水システム

治水システムへの気候変動影響評価・
適応策検討のためには、気象ハザード
（外力）予測だけでなく、治水システム
の深い理解が必要不可欠

２．治水システムへの気候変動影響はどの程度深刻なのか

図-2 豪雨ハザード（洪水外力）から国土を守る治水システム

豪 増分から 濫 能性等 増分 伝播率※

２．治水システム の気候変動影響はどの程度深刻なのか
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洪水流量増分：約1.5倍 氾濫可能性増分：約12倍 整備労力増分：約10倍

かなりの
氾濫増大
が想定さ
れるが、
不確実性
が大きい

３．どのような施策メニューを拡充し組合せていくべきか

図‐4 豪雨増分から氾濫可能性等の増分への伝播率※1

※1 豪雨量倍率α＝将来（2075～2099年）の年最大流域平均雨量÷現在（1979～2003年）の年最大流域平均
雨量。流量倍率β、河川整備労力倍率γ（洪水流下時の水位とHWLとの差から単純化して定義した指標。全てを
河川整備により対応することを前提とはしていない）も同様。氾濫可能性（確率）倍率εは現行の河川整備基本方
針における計画高水流量を超過する洪水の生起確率Pより同様に算定。

図-3 将来※1における全国16地域ごとの年最大日雨量の変化率（文科省21世
紀気候変動予測革新ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ気象研究所後期GCM20・RCM5を利用）

３．１ 施策オプション群選択・組合せの検討フレームの提案
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現状・課題

様々な施策オプションを組合
せた適応が必要

発生頻度を減じる適応策
河道掘削やダムなど
河川区域における対策

被害の大きさを減じる適応策
高規格堤防、流域に踏み出した対策

被害の
起

地域分割番号

・洪水規模～被害の大きさ
関係による流域の被害変化

目標

方法

成果

施策オプションを組合せた
適応策検討手法の確立

施策オプションごとの氾濫被
害低減効果を体系的に分析
する手法の開発

対策なし（自然状態）

現状の整備水準

既往河川整備目標水準

各種適応策組み合わせ

被
害
の
大
き
さ

被害低減

（洪水外力（ハザード） の大きさ）

起こり方を
コントロール

減災
マネジメント

現状・課題

避難率の不確実性が大きい。
避難実態を前提にした人的
被害低減対策が重要

３．２ 施策オプション拡充例： 避難実態を踏まえた人的被害低減対策

図‐5 洪水規模（横軸）に対する被害の大きさ（縦軸：人的被害、経済的被害
等）の関係曲線を通じた検討フレームのイメージ

まとめ

関係 よる流域 被害変化
特性分析・表示手法を開発

図‐7 大都市密集市街地の民間ビルを切迫避難先として指定することによる効
果（左：民間ビル指定せず、右：同指定 事前避難率0%、切迫避難可能時間※4

5分間）

生起確率年

（洪水外力（ハザ ド） の大きさ）

計画的な治水システム
整備

両者を同時に
推進

ほとんど減らず

2割減

7割減 4割減
• 現在の科学技術では避ける

ことのできない不確実性を

図‐6 切迫避難に係るモデル化※2

地区特性に応じた人的被害

目標

方法

成果

被害低減対策 重要

避難実態・都市構造を反映
した人的被害低減対策効果
の算定手法の開発

現実に即した切迫避難※3を
考慮し都市構造を反映した
避難モデルを構築、モデル
地区に適用

図‐8 切迫避難先の拡充・切迫避難可能時間拡大による

切迫
避難先→

切迫避難
可能時間※4→

モデル地区分類→

8割減
ほとんど減らず

1割減

4割減 ことのできない不確実性を
前提として適応策を推進し
ていくには、治水システムの
理解深化に基づく超過洪水
対策が重要

• 治水の原点に立ち戻って
被害を全体として低減して
いくために、現場の実態を
踏まえ施策を総動員してい
くことが重要

研究成果や技術支援情報などをお届けする
国総研メールサービスの登録はこちらから

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/mailmag/

河川研究部 河川研究室 板垣 修
Tel：029-864-4860 E-mail：itagaki-o25q@nilim.go.jp

http://www.nilim.go.jp/lab/kikou-site/index.htm

図 切迫避難 係る デ 化
地区特性に応じた人的被害
低減施策オプションごとの
被害低減効果をマクロレベ
ルではあるが検討・比較可
能に

※3 切迫避難：何らかの理由により浸水前に避難せずに自宅にとどまっていた人が自宅周辺の浸水開始等の切迫した状況下で近隣の中高層建物等へ避難すること。

※2 事前避難者を除く。*の世帯（ピンク色）について図‐7では

「切迫避難先が満杯又は切迫避難先までの距離が遠いため
切迫避難できない者がいる世帯」として一括表示。 ※4 切迫避難可能時間：自宅周辺の浸水を認識（浸水深10cm）してから避難困難な浸水深（同60cm）

に至るまでの時間。要緊急救助者：切迫避難者のうち切迫避難先に駆け込むことが出来なかった者。

要緊急救助者数※4の減少（事前避難率0%） くことが重要
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